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自
の
ゲ 

ム
文
化
が
あ
る
。
ド
ラ
ク
エ
は
そ

ん
な
歴
史
や
伝
統
も
背
負
っ
た
、
す
ご
い
ゲ

ー
ム
だ
と
思
い
ま
す
。
ド
ラ
ク
エ
の
中
の
職

業
で
言
っ
た
ら
、
僕
は
さ
し
ず
め
「
遊
び
・

人
」
か
な
。
ゲ
ー
ム
音
楽
は
償
の
天
職
だ
と

思
っ
て
ま
す
。
(
聞
き
手
・
神
庭
亮
介
) 

咽f

を
掘
り
崩
す
様
を
あ
ぶ
り
出
す
。

な
曲
よ
り
は
、
聴
く
度
に
親
し
み
が
湧
い
て

く
る
よ
う
な
音
楽
を
目
指
し
ま
し
た
。

お
年
前
、
ポ
ッ
プ
ス
界
の
主
流
は
サ
ウ
ン

ド
を
重
視
し
た
楽
曲
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

容
量
の
小
さ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
音
源
で
は
、
サ
ウ
ン
ド
面
で
は
ま
っ
た
く

勝
負
が
で
き
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し

た
制
約
に
左
右
さ
れ
な
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
重
視

の
音
楽
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
音

色
で
あ
れ
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
自
体
は
変
わ
り
ま

せ
ん
か
ら
。
結
果
と
し
て
、
普
遍
性
の
あ
る

音
楽
が
生
ま
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ド
ラ
ク
エ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て
い
る


と
、
「
ド
ラ
ク
エ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
初
め
て


生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聴
い
た
」
と
い
う
方


が
大
勢
い
ま
す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
素
晴
ら


し
さ
を
知
る
こ
と
で
、
そ
の
人
の
音
楽
人
生


を
豊
か
な
も
の
に
で
き
た
ら
い
い
な
、
と
思


っ
て
い
ま
す
。


百
人
一
首
や
員
合
わ
せ
な
ど
、
日
本
に
は

古
く
か
ら
、
遊
び
と
芸
術
が
結
び
つ
い
た
独

安保そして原発「政治力欠けた」反省も
 
80歳の平和運動家吉川勇一・武藤一羊

戦後の平和運動に長くかかわっ 結が現在の日米関係までを決定し
てきた吉川勇一、武藤二三五の� 2人 ている。戦後の運動に、労働運動

が今年、ともに80歳を迎えた。都 や学生運動を一つにしていく政治

内で� I祝う会Jが聞かれ、作家の 力が欠けていた」と反省。� Iなお

小中陽太郎、彦坂請や市民運動関 状拐を縛っている60年前の選択を

係者ら約150人が集まった。� 拒否する力を持つこと。それが今

1950年、東京大学での学生運動 も巨大な課題だ」とした。

旬
新 
β

知
的
向 

20 I! 

で知り合った吉川と武藤は、講和 吉川も「自分の活動は失敗の連

そ� 条約・安保条約に反対して52年、 続だった」としながら、 「満州事

12 ともに退学処分を受けた。� 2人は 変の年に生まれて、ずっと戦争反

同 その後、原水爆禁止運動などに参 対の運動を続けてきた。もうー震

!ヲ
身

加、� 65年に「ベトナムに平和を! やるかと言われたら、きっとまた

市民連合(ベ平連)Jができると 同じことをやるだろう」と振り返

圃
「
い
け
る
本
・

日
午
後
日

吉川は事務局長となり、その解散 った。今後については「自民党の

。
編
集
荷
た

ず
タ
11

後も市民運動を続けた。武藤もベ 政治家が潜在的核保有などと発言
平連に加わった後、ビープルス、. しているように、 原発は安保と結l

っ
て
る
ひ
と
』
『
リ

M
W
I

紹
介
、
参
加
者
も
合

・ 

1

1

m

抑

i

E

、ヌ
プラン研究所などを設立、近著に びついている。このことをきちん

『潜在的核保有と戦後国家H社会 と追及できれば、私たちの運動に

離
輪
、
@
は
土
木
復
興
論
と
し
て
「
公
」 

評論社)がある。 もまだ可能性があるJと展望を語

武藤は「単独講和と安保条約締 っ た 。 (樋口大二)

制
。
要
予
約

5
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ

-
「
あ
る
き
だ

休
み
ま
す
。

u
m

時
代
』
『
「
フ
ク
シ

の
会
」
が
、
今
年

ン
タ

宿
住
友
ピ
ル 
7
捕
の

と
い
う
観
点
も
溜
持

特
別
賞
は
柴
川
ト
汁

社
)
。
全
問
符
地
の

つ
く
る
掛
厨
新
風
合

書
居
を
活
性
化
さ

る
。
今
年
は
縄
災
慣 A

整
え
る
。
』
〈
刻
冬

-
第
羽
田
新
風
賞

東北を怪談で応援


怖麟で南北を応援しようという

yy
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